
 

 

第175回障害者地域生活支援研究会 

 

 

雪のために参加者の出足が心配されましたが、平成25年1月17日（木）に第175回障害者地域生活

支援研究会が行われました。今回のテーマは「ユニークな取り組みをしている障害福祉サービス提供事

業所の話を聞いてみよう ～やれば出来る。やったら出来た！！を実践された事業所～」です。 
 

今回の研究会では開場の１８時から、障害のある人たちがプロの和太鼓集団

として活動している「勤労障がい者長崎打楽団“瑞宝太鼓”」のDVDを大きな

スクリーンにながしながら皆さんをお待ちしました。いつもと違う雰囲気に参

加者の皆さんも最初は戸惑ったかもしれませんが、時間が経つにつれて迫力あ

る太鼓の演奏に見入っている様子でした。その中で瑞宝太鼓の事務局をされて

いる「（社福）南高愛隣会北九州事務所 後藤さん」より、瑞宝太鼓の成り立ちと活動等についてご紹

介頂きました。年間150回以上の演奏会を開いているそうで、機会があれば生の演奏を聴きに足を

運びたいものですね。 
 

 

引き続き、大分県宇佐市にある「社会法人弘心園 理事長 友松研二さん、事業部長 山内玲子さん、

事業部支援部長 恒遠樹人さん」の 3 人にお話して頂きました。友松理事長はこれまでの障害者雇

用促進と職業安定への取り組みが認められ、昨年個人で“厚生労働大臣賞”を受賞されました。個

人受賞は極めて稀なことであり、障害の有無に関わらず「健常者と同等の賃金を支払っていること」、

「障害のある方の労働環境の向上に努めていること」等が認められての受賞だそうです。 

最初に友松理事長から『やればできる！やったらできた！』をモットーに、

これまで取り組んでこられてきた内容を力強いことばでお話頂きました。北九州市で生まれ育っ

た友松理事長は、今年92歳だそうですが、とても92歳とは思えない迫力ある声と凛とした立ち

姿で『障害者を幸せにしよう！』『障害者が独立して一人前になるまで頑張ろう！』と参加者にメ

ッセージ性のあるエールを送っていただきました。中でも印象的だったのは、『今も昔も誰もやっ

ていないことに“着眼”し、どのようにすれば良いかを“発想”し、自分たちで努力しながら“創

造”していくことが大切で、それが成功の秘訣！』とのことでした。 
 

続いて、山内さんから「法人の成り立ちや現在の取り組み」に関してお話して頂きました。現

在、法人全体で利用者が 60 名程度おられ、Ａ型事業所では全員最低賃金をクリアして雇用契約

を交わしているそうです。また、働く支援だけではなく、余暇支援にも取り組んでおられ、最近

は事業所内で結婚した方の支援も行っているそうです。支援者は、障害のある人たちの得意なと

ころや、取り柄を見出すところから始まり、“障害者だから簡単な作業しかできない”ではなく、

“障害がある人だからこそ、できる作業がある”との発想の転換、障害者特有のこだわりを強み

として“作業行程の細分化と適材適所への配置”が必要ではないかと話されていました。元々、

友松理事長と一緒に長年一般企業で働いてきた経験があり、様々な場面で障害福祉関係者は“障

害のある人たちにはこの仕事はできない”とチャレンジもしていないうちから諦める人が多い現

状が理解できなかったとのことでした。 

最後に、恒遠さんよりお話し頂きました。今回の発言者の中で恒藤さんだけが障害福祉分野で

長年働かれており、入職当初は友松理事長と山内さんのやり方や対応に戸惑いを隠せなかったそうです。友松理事長と

山内さんの凄さは“障害を理由にして手加減をしないこと”“本気で本人たちに向き合う姿勢”だと話され、障害者であ

る前にひとりの“人”として認めていること、とのことでした。 
 

参加者からは、質問よりは意見や感想が多く、『北九州では信じがたい話です』という声も聞かれました。また、友

松理事長から『彼らの人生がかかっており、こちらも本気で接する。』『今日の参加者は“仲間”になったのだから是非

見学に来て、その目で確かめてください。』とのことでした。 

本日の参加者は 64名。そのうち 16名の新規の方にご参加頂

きました。ありがとうございました。 

 

しえんチャン 

 
 

～やれば出来る。やったら出来た！！を実践された事業所～ 

 

けんたクン 

※こちらの議事録は北九州市障害者自立支援協議会の 

ホームページでもご覧いただけます。 

http://kitakyushu-net.shien-c.com/ 

福岡県内に就労継続支援 A 型事業所

はいくつあるか知ってる？  

★指定 77か所  

★従たる事業所 6か所 

B 型事業所 324 か所に比べて随分少

ないんだね。 

（2013年2月1日現在  

WAM NETより） 

 


